
【 MPI Japan Chapter メンバーシップ委員会からのお知らせ 】 

〜コーポレート・メンバーシップ（企業向け会員制度）〜 

 

一般の MPI 個人登録メンバーシップとは別に企業や組織団体向けに複数人（5 名以上）

の入会をご希望される場合にご活用いただける制度が、この度発足いたしましたのでご紹

介させていただきます。下記、詳細をご確認ください。 

注意： 1. 現在 MPI Japan Chapter 入会及び更新割引価格適用は対象外となります 

2. Japan Chapter 入会は別途お手続きが必要です 

 

 

◆MPI コーポレート・メンバーシップ（法人会員）のメリット◆ 

MPI コーポレート・メンバーシップ（法人会員）は、社員に対して、その個人的・専

門的な能力向上に注力していることを示すとともに、業界の最新ニュースやトレンド、

テクノロジーの最前線において、MPI 会員がもつすべての特典を享受することができ

ます。 

会議・イベントのプロフェッショナルが複数在籍する企業にとっては、コーポレート・

メンバーシップは、個人会員よりもお得になります。法人会員のレベルは、パッケージ

に含まれる社員の人数に基づいており、会費請求は一括となります。 

 

【企業のメリット】 

グローバルな活動に参加 

法人会員の社員は、MPI 地域チャプター（全世界で 70 以上）での活動をはじめ、会員

間のオンライン・チャット・フォーラム、業界の調査やニュース、無制限のオンデマン

ド教育の機会、MPI 会員ディレクトリなど、多くのベネフィットを受けることができま

す。 

メンバーシップ料金の割引  

社員メンバーを増やし、法人会員のレベルを上げると会費の割引額も高くなります。 

手数料無料 

MPI 個人会員の場合、初年度は一人当たり 50 ドル（50 ユーロ）の手数料がかかりま

す。法人会員パッケージを購入された場合は、名簿登録されているすべての会員の手数

料がかかりません。 

 



年 1 回の一括請求 

年 1 回のお支払いで手続きが簡略化され、登録されたすべての社員は即座に会員特典を

利用できます。 

 

資格の譲渡 

社員が退職する場合、企業は、追加費用無しで、残りのメンバーシップ期間を、新しい

社員に変更することができます。その際は、登録取り消す社員情報と、新たに登録する

社員の連絡先をお知らせください。 

求人掲示板への掲載料の割引 

MPI キャリアセンター・ポータルへの掲載料が大幅に割引されます。会議・イベントの

プロフェッショナルの世界最大のコミュニティに、会社の求人情報を宣伝することがで

きます。 

イベント参加費の割引 

社員は、MPI の代表的なライブイベントやバーチャルイベント、プロフェッショナル認

定プログラムの登録料が割引になります。 

社員のリーダーシップの機会 

社員は、MPI の地域チャプターの理事会やボランティア委員会で、リーダーを務める資

格を有します。また、MPI Global のコミュニティ諮問委員会、諮問評議会、タスクフ

ォース、委員会のいずれかに応募することもできます。 

 

【社員のメリット】 

-社員は、MPI 個人会員と同等の資格を有します。 

（社員のメンバーシップは個人に帰属し、期間は 1 年です） 

-グローバル会員ディレクトリへの掲載、アクセスが可能 

- 365 日 24 時間オンデマンドでの専門性向上 

- CMP 及びその他の認定資格の取得・更新のためのクレジットがある 

- MPI ニュースレターおよび業界調査情報 

-地域チャプター（日本の場合は Japan Chapter）への所属（別途日本会費あり） 

- MPI のグローバルおよび地域チャプターのイベントに会員価格で参加 

- MyMPI オンラインフォーラムとコミュニティへのフルアクセス 

-グローバルマーケットプレイスへのアクセス（プランナー）及びリストアップ（サプライヤー） 

- The Essential Guide to Safety and Security の受取 

- The Meeting Professional®』誌の購読 



 

【お申し込み方法】 

お申し込みフォーム（Corporate Membership Application）をご利用ください 

他の国際通貨での価格は、US ドルの為替レートを基に計算されます。このフォームに

US ドルで記入して送ってください。ご希望の通貨での価格（最終レート）で請求書を

発行します。 

メンバーの総数に応じてパッケージレベルを選択してください  

選択したパッケージレベルに応じて、会員区分（プランナーまたはサプライヤー）、人

数、費用をご記入してください。 パッケージレベルに応じて、「人数」と「費用」を掛

け合わせて「総費用」を算出します。 

 


